
辰
地
棚
）
 

開
設
の
お
 

五
所
川
原
一
 

匹
敵
す
と
云
わ
れ
て
い
て
、
 

先
般
曹
知
事
は
六
億
の
赤
宇
て
も
 

で
手
「
エ
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
算
面
 

又
子
サ

r養
育
し
て
行
く
母
親
功
を
 

の
立
一
か
ら

Lて
の
お
ね
が
い
可
し
 

で
ご
ー
い
ま
す
。
 
ま
と
 

鶏
秤
構
線
議
ぎ
瞬
 

~一ー 

市
長
血
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
現
在
 

ま
す

r
 
 
利
益
 燕

麟
難

m
 
 

 

山
内
刃
の
手
腕
を
ご
期
待
申
ほ
り
 

上
げ

n）
・
ノ

o
 
f

マ
．
 県

垂
と
し
て
は
六
〇
億
に
 

手

所
川
原婦

人
会 

消防

署を

慰間 

一
、
申
込
受
付
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
五
日
 

か
ら
昭
和
三
十
四
年
一
月
三
 

十
日
ま
で
 

一
、
そ
 
の
他
 

Q
 
本
制
度
の
運
営
状
況
に
つ
 

い
で
保
証
協
会
は
毎
日
知
事
 

及
び
日
本
銀
行
青
森
支
店
長
 

に
報
告
す
る
。
．
 

③
 
一
般
保
証
と
区
別
す
る
た
 

め
、
協
会
の
所
定
書
類
に
 

「
年
特
」
の
記
号
を
付
す
る
。
 

③
 
本
要
綱
に
定
め
な
い
事
項
 

に
つ
い
て
県
、
取
扱
金
融
機
 

『
関
及
び
保
証
協
会
が
協
議
の
 

上
決
定
す
る
。
 

①
 
利
息
及
び
保
証
料
 

イ
、
利
息
、
取
扱
金
融
機
関
 

，
の
所
定
利
息
『
 

ロ
、
保
証
料
、
日
歩
七
厘
 

⑧
 
保
証
人
及
び
担
保
 

保
証
人
は
一
人
以
上
と
し
必
 

要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
す
る
 

】
、
申
込
受
付
場
所
 

①
 
取
扱
金
融
機
関
各
店
舗
 

③
 
保
証
協
会
の
本
所
及
び
支
 

一
、
取
扱
金
融
機
関
 

こ
の
制
度
の
趣
旨
に
賛
同
し
 

た
金
融
機
関
 

一
、
制
慶
の
実
施
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
五
日
 

運
転資

金

の融資 

中
小
企
業
者に

対し

て 

お
り
ま
す
 

一
、
保
証
 

融
資
総
 

額
 （
青
森
県
）
 

一
一
億
五
 

千
万
円
 

也
 

難
の
緩
和
 

を
促
進
す
 

る
た
め
に
 

実
施
す
る
 

も
の
で
あ
 

つ
て
、
そ
 

の
要
綱
は
 

次
の
よ
う
 

に
な
つ
て
 

中
小
企
業
者
に
年
末
資
金
の
特
 

別
融
資
を
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
県
内
の
中
小
企
 

業
者
に
対
し
て
年
末
資
金
を
保
 

証
融
資
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
逼
 

迫
す
る
年
 

末
の
金
融
 

ど
う
し
て
電
話
は
 

こ
ん
な
に
つ
か
な
い
の
か
 

員
を
慰
問
し
た
、
こ
の
日
十
一
 

月
十
九
日
は
猛
訓
練
の
終
つ
た
 

後
で
日
頃
の
は
り
つ
め
た
心
も
 

や
わ
ら
ん
で
大
レ
に
感
謝
し
、
 

婦
人
会
か
ら
、
全
署
員
に
軍
手
 

そ
の
他
の
贈
り
物
が
あ
つ
て
午
 

后
一
時
過
ぎ
ひ
き
あ
げ
た
．
 

一
 

十
二
月
五
日
午
前
十
時
か
ら
高
橋
総
務
部
長
、
佐
々
木
庶
 

務
課
長
立
合
の
上
で
事
務
の
引
継
が
行
な
わ
れ
た
。
 
こ
の
 

日
の
山
内
新
市
長
は
濃
こ
ん
の
背
広
に
頭
髪
も
締
麗
に
整
 

事 

務 

 弓 

 継 

飯
 
詰
 

中
 
川
 

毘
沙
門
 

栄
 梅
 
沢
 

三
 
好
 

計
 

松長

七

小

五 所 川 

島
 

島
橋
和

曲

原
 

和
 橋
 

曲
 

吏こ
f
こプ

、ー

ーき

一

ー

ー、ー、 一 

 ．

一 

 ＝ 

 一 

 

~ 

 ~ 

一
 

】
 

所 

口
「

Hク
 

原
 

一
 
」
 
1
1
1
 

四ニ

七三ニ 

一
 

一
 

一
 

ま
ず
供
米
代
金
は
一
応
 

農
協
に
預
金
し
ま
し
よ
う
 

ら
れ
な
い
琴
淋
で
す
‘

J一
ま
り

tカt
 
こ
く
く
 

『
電
話
は
申
込
ん
で
も
な
か
 

1く
、
つ
か
な
い
』
 

『
そ
ん
な
に
り
か
な
い
電
話
 

な
ら
申
込
ん
で
も
無
駄
だ
』
 

と
よ
く
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

実
際
当
局
管
内
（
五
所
川
原
市
 

n・
ー
 

婦
．
人
会
 

（
会
長
永
 

井
か
つ
）
 

で
は
例
年
 

通
り
、
私
 

達
市
民
の
 

身
体
「
生
 

命
、
財
産
 

を
火
災
か
 

ら
守
つ
て
 

く
れ
て
い
 

る
消
防
署
 

て
い
る
局
が
、
シ
 

電
話
を
つ
け
る
に
は
 
多
戸
た
ら
「
茸
零
一
 

」
が
は
つ
・
 

的
画
に
最
一
 

つ
て
整
備
（
 

・

伴
つ
て
電
『
 

”
る
よ
う
に
一
 
鄭
難
」
 

亀
〉
曹
、
、
い
つ
ま
で
経
つ
（
 

『
 
、
～
つ
か
な
い
こ
と
に
』
 

か
ら
昭
和
三
十
四
年
三
月
五
 

日
ま
で
 

一
、
裏
付
資
金
 

青
森
県
は
本
制
度
の
円
滑
な
 

運
営
を
期
す
る
た
め
、
県
費
 

五
千
万
円
を
保
証
協
会
と
協
 

議
の
上
昭
和
三
十
三
年
十
一
 

月
十
日
か
ら
、
昭
和
三
十
四
 

年
三
月
十
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
 

取
扱
金
融
機
関
に
預
託
す
る
 

な
お
本
制
度
の
効
果
を
更
に
 

拡
大
す
る
た
め
関
係
市
町
に
 

お
い
て
も
総
額
ニ
千
万
円
を
 

協
調
預
託
す
る
。
 

一
、
保
証
融
資
の
条
件
 

①
 
保
証
対
象
 

県
内
の
中
小
企
業
者
 

②
 
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

③
 
保
証
金
額
 

原
則
と
し
て
一
件
金
五
十
万
 

円
以
内
 

④
 
保
証
期
間
 

九
十
 
日
以
内
 

⑥
 
保
証
形
式
 

手
形
貸
付
、
手
形
割
引
、
及
 

び
支
払
保
証
の
保
証
 

⑥
 
償
還
方
法
 
一
時
払
 

→
一～

にに 

市 

広 、
報

～
~~~

～亡  

~~~~ 

そ
の
局
の
交
換
機
や
市
内
の
電
く
』
と
い
う

4海
 

鶏
鶏
撚
鄭
議
難
 

騒
請
籍
発
舗
”
慧
籍
鰐
欝
』

m惑鷺
・
 

除
く
）
に
お
い
て
も
、
噴
中
込
仲
馴
前
加
ら
ぞ
ん
か

W態
か
の
 

1
1
い
、
臨
動
」
叫
 

畿
裟
総
醒
誌
隷
加
、
繊
総
濡
務
線
を
汽

m濃
警
 電

話
の
申
込
に
つ
い

町
魯
か
軒
西

pか
小
恥
 

1
（
一
 
二
 

』
い
滝
操
津
声
編
細
舞
一
 

が
あ
る
か
、
そ
の
他
い
ろ

1
、
や
す
計
画
を
た
て
る
に
何
ま
り
 

の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
局
舎
も
必
要
な
こ
と
 

を
新
築
す
る
と
か
、
線
路
を
直
と
い
う
申
込
が
 

す
と
か
の
方
法
を
講
じ
て
困
つ
る
か
」
と
い
う
 

て
い
る
局
の
設
備
を
順
次
整
 
申
込
が
多
い
 

え
設
備
を
拡
張
し
、
ご
要
望
と
で
は
『
つ
け
る
数
』
を
制
当
 

に
こ
た
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
す
る
に
も
申
込
の
多
い
局
む
方
 

ま
す

o
 

へ
多
く
割
当
ら
れ
ま
す
。
』
一
／
 

（
当
局
舎
が
新
築
さ
れ
、
改
式
 
設
備
の
関
係
で
今
直
ぐ
 

さ
れ
た
の
は
そ
の
例
で
す
）
 
つ
け
ら
れ
な
い
ま
で
ー
も

m
 

j
 

一
ま
こ
と
に
大
ざ
つ
ぱ
 

唇
き
ま
し
た
が
『
電
話
が
つ
 

ま
で
』
の
現
状
を
ご
諒
承
下
 

れ
、
ご
希
望
の
方
は
当
局
や
 

卿
、
長
橋
、
梅
沢
の
各
郵
便
 

ぺ
多
数
お
申
込
下
さ
い
ま
す
 

う
か
傾
お
旧
工
げ
ま
す
。
 

「
一
五
所
川
原
 

』
電
報
電
話
局
 

こ
の
点
少
し
申
し
上
げ
ま
す
と
 

日
本
電
信
電
話
公
社
で
は
お
申
 

込
に
よ
る
電
話
を
つ
け
る
た
め
 

毎
年
六
、
七
〇
〇
億
円
程
の
資
 

金
を
も
つ
て
二
四
、
五
万
箇
程
 

つ
け
て
来
て
お
り
、
来
年
麓
に
 

は
九
O
O
億
円
の
予
算
で
二
七
 

万
箇
つ
け
よ
う
と
い
う
計
画
を
 

た
て
て
お
り
ま
す
。
 

唯
こ
ん
な
に
し
て
つ
け
て
参
 

り
ま
し
て
も
全
部
の
お
申
込
に
 

対
し
て
は
三
五
％
程
し
か
つ
け
 

・

、Jー
、

i‘
、

J
'
l
j

“
・
、
＼

Jー
“
、
、
 

《
 

栄
中
学
校
 

校
 
歌
 

採
種
圃
設
置
計
画
 
醸
鯉
馨
騒
譲
撃
 

且
へ
つ
廷

4山
コ
ロ
重
レ
亡

h‘
、
●
こ
ノ
 
園
投
置
計
画
を
た
て
て
お
り
嵐
．
 

馬
ク
ー
歩
尻

F
m
利
を
4心
に
ノ
・
 
囲
留
楢
割
直
を
た
て
て
お
り
嵐
 

県
の
奨
励
品
種
を
中
心
に
地
緯
 

品
種
を
選
定
し
て
安
全
多
収
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
 
計
画
は
“
 

あ
り
ま
す

o
 
・
・
‘
、
 

昭
和
三
 
十
四
年
度
採
種
圃
設
置
計
画
案
 

目
下
作
曲
中
 

五
所
川
原
市
立
栄
中
学
校
（
校
 

長
白
戸
総
教
氏
）
で
は
か
ね
て
 

か
ら
校
歌
の
作
成
を
急
い
で
い
 

た
が
こ
の
程
五
所
川
原
市
教
育
 

委
員
会
教
育
長
工
藤
直
三
郎
氏
 

の
作
詞
に
よ
つ
て
出
来
あ
が
つ
 

た
。
作
詞
次
の
．
通
り
、
尚
作
曲
 

は
弘
前
大
学
教
授
清
野
健
氏
に
 

依
頼
中
で
あ
る
。
 

〔
一
 
）
 

 

東
発
珠
の
裾
の
も
と
 

津
軽
広
野
の
た
だ
中
に
 

黄
金
垂
穂
は
波
寄
せ
て
 

天
の
恵
み
と
た
た
え
つ
つ
 

学
ぶ
わ
れ
ら
の
ほ
が
ら
か
さ
 

こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
申
 

（
一
 
一
 
）
 

 

西
に
岩
木
根
仰
ぐ
も
と
 

と
わ
の
気
高
き
ひ
と
す
じ
に
 

（左）

現

市

長山

内

久

三郎氏 

 （右

）

前市

長

外崎千

代

吉氏 

一
、
水
 
稲
 

昭
和
」
ー
三
年
の
年
の
瀬
も
迫
こ
の
 

り4
'
c

に
暮
れ
よ
う
と
し
て
堵
に
 

設
割
認
馴
酬
」
「
郎
辞
瞬
鼻
静
離
 

」
 
レ
ー
 
‘

J 敏r、
 
居

h
'

？
。
 
ま
よ
 

、
 
・
・
静
濃
議
嬰
れ
穿
錆
轟
誇
競
網
 

一
一
一
警
「
「
灘
難
難
織
）
搬
鵬
 

一
 
「
登
／

?
 
！
・
、
“
‘
」
剖
わ
わ
わ
わ
り
．
収
簿
皿
即
に
は
全
市
民
の
心
身
る
た
 

新 

 旧 市 

 
長 

で 
同
ー
 
ー
 
仮
 
仮
 

一
 

四
 1
1
1
 

五
 】
 
一
 

四
 三
 三
 
四
 四
 1

1
一
五
 
一
〇
 

～

、
 

を
集
」
り
し
め
る
も
の
が
あ
つ
様
来
 

一
一
 
．
、
一
一
、
一
 
一
，
 
を
舞
山
り
し
叱
る
も
切
か
あ
「
一
梼
来

一
一
 
一
一
譲
 
一
 
？
《
 
「
昆
 
ム
！
 
た
飢
」
入
は
わ
れ
ノ
、
、
を
助
け
回
日
 

」
、
“
人
）
穿
叫
‘
 
ジ
】
，
 
一

r
一
 
』
＼
犬
 
ら
れ
一
」
豊
作
と
言
ふ
結
果
を
、
設
ず
 

．
戸
）
事
！
こ
『

W」
醒
月

J
 
済
 
一
も
た
乞
最
家
に
取
つ
て
懐
ろ
農
地
」
 

T
 

‘
、
／
 

一
 

・

ー
・
，
、

:
.
 

．
プ
‘
事
：
了
一
。
 

一
、
ヂ
 

一
 
一
 

一
 

ニ
 ー

ー
ハ
 

一
 共

 
の
呼
証
済
を
あ
た
い
て
く
れ
頃
皆
 

一
所
 

ま1
・
 
田
畑
 

職
 いU

 
、
に
 
回
 
轟
」
り
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
地
の
 

一
 
一
 
一
．
 

一
四 

六
 
ご
筈
禄
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
こ
 

引小
L 

）」、里 」、 ご筈一味でらりました。今欠”】 
I
墓 

】
 か

五
 
一
〇
 

三
 一
白
泳
」
 
ー
巌
業
者
の
維
持
一
 

ユ
 
‘
 

二
、
大
 

豆
 ！

神
の
啓
示
と
ぬ
か
づ
き
て
 

地
の
利
つ
ぶ
さ
に
 

さ
さ
げ
 
つ
 
つ
 

進
む
歩
調
の
、
高
ら
か
さ
 

【
 
こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
中
 

!
 
(

1
1
一
〕
  

一
岩
木
川
瀬
の
集
の
も
と
 

設
置
区
域
 

品
ー
 
ー
 
旬

Iー
 
ー
 
副
ー
 
ー
 
ー
 
ー
」
 

一
）
 
熱
 

白
野 

花
起 

一陽 号月 二岩 号
手 

長
 
】
」
 

十
 
」
冷
 

計
 
一
 

飯長

七 

計 

詰橋和 

三 

 一一

一反 

三 

 一一

一反 

三 
 

一ー・一反 

三 

 ―一

一反 

二 

 四四四

反 

ノ  
'  ’ 

	
一ー， 
 

“二ラ

ー
一、
二
L
、‘ー 

一
 
統
く
二
回
職
は
青
森
市
と
決
勝
 

”
羅
舞
雑
曜
き
二
回
わ
鷲
裂
詫
必
若
畑
勲
 

と
の
え
、
外
崎
前
市
長
は
薄
茶
の
背
広
で
、
長
火
鉢
を
真
 

中
に
は
さ
み
終
始
笑
顔
の
裡
に
十
一
時
終
了
し
た
。
 

魂
鷺
麟
護
籍
務
難
「
難
 

あ
か
き
り
ん
ど
の
里
の
香
に
 

生
命
絶
え
せ
ぬ
、
幸
う
け
て
 

つ
と
に
人
の
和
か
ぎ
し
つ
つ
 

励
む
わ
れ
ら
の
清
ら
か
さ
 

こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
中
 

第
二
に
は
災
害
に
そ
な
え
る
 

こ
と
で
す
。
今
年
の
豊
作
の
中
 

に
は
局
部
的
に
は
干
害
、
風
水
 

害
を
受
け
た
方
が
あ
り
ま
す

o
 こ

れ
ら
の
天
災
に
備
え
、
又
土
 

地
改
良
等
、
所
謂
生
産
を
高
め
 

る
基
盤
を
作
る
た
め
の
備
荒
貯
 

金
を
す
る
心
構
え
が
必
要
で
し
 

よ
う
。
 

第
三
に
は
、
生
活
改
善
の
た
 

め
の
資
金
で
す
。
農
家
の
経
済
 

的
地
位
を
高
め
る
た
め
に
は
従
一
 

平
誓
四
郎
（
収
入
役
）
 
の
た

Jに
収
入
の
減
御
が
劃
じ
 

こ
の
供
米
代
金
を
 

ど
の
よ
う
に
し
て
 

使
う
か
を
農
家
の
 

み
な
さ
ん
に
よ
く
 

考
え
て
頂
か
な
け
 

れ
ば
な

bま
せ
ん
 

と
か
く
豊
作
の
と
き
は
無
計
画
 

に
消
費
的
な
支
出
が
か
さ
み
が
 

ち
で
す
か
ら
、
ま
ず
預
金
を
し
 

て
充
分
に
考
え
、
計
画
を
ね
つ
 

心
配
さ
れ
た
台
風
も
大
き
な
被
 

害
も
与
え
ず
四
年
続
き
の
豊
作
 

で
今
年
も
暮
れ
よ
う
と

Lて
お
 

り
ま
す
。
 

豊
作
の
よ
ろ
こ
び
は
な
ぺ
底
 

景
気
を
ふ
つ
と
ば
し
て
日
本
経
 

（第

5'
号） 
 

以
上
の
と
お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
所
、
裏
所
農
林
商
工
課
（
曇
 

申
込
ん
で
下
さ
い
。
 
『
 51

シ

で  
1
5
 

・・
・計画

性

を
もち

た
し
、・・
・ 

供

米

代

金

は 

予
金い

仁
しま

しよう 

・

一
そ
ろ
し
い
豚
 

月
 。
乙
 毎

年
年
賀
郵
便
の
取
扱
や
小
 

豚
舎
の
消
一
 

包
、
印
刷
物
の
増
加
、
才
末
の
 

（

羅議器

器

） 昭和

33

年 
激
し
い
金
の
動
き
な
ど
で
転
手
 

春
か
上
米
下
一
円
に
発
生
し
た
の
よ
 

豚
コ
」
ノ
は
一
時
下
火
に
な
り
 
ご
ー
 

ま
し
か
、
春
の
予
防
注
射
が
蘭
は
一
 

徹
底
」
な
い
の
と
、
密
殺
者
、
非
常
 

密
移
驚
が
多
い
た
め
に
八
月
も
三
‘
 

か
ら
車
に

1く
、
裏
延
の
傾
向
に
れ
て
 

あ
り
・
五
所
川
原
市
内
の
飼
育
そ
の
 

豚
、
 
一
六
八
九
頭
で
あ
る
が
の
油
一
 

正
式
一
束
殺
し
た
数
三
五
〇
頭
る
吏
 

こ
れ
～
馴
え
る
密
殺
や
自
然
死
殺
豚
一
 

そ
の
仙
て
あ
わ
せ
る
と
約
三
倍
て
お
 

の
壱
蚤
を
超
え
る
も
の
と
思
各
位
 

わ
れ
」
い
て
、
こ
れ
が
損
害
は
万
全
一
 

一
頭
」
均
五
千
円
と
み
て
も
五
の
で
一
 

百
万
叫
の
多
額
に
の
ぼ
り
、
本
舎
内
一
 

当
に
《
ウ
し
い
も
の
だ
と
今
更
上
げ
一
 

古
舞
す
る
五
所
川
原
郵
便
局
で
 

は
も
う
年
末
の
支
度
で
大
童
で
 

あ
り
ま
す
．
 難
麟
 

年
賀
状
は
早
く
 

郵
便
貯
金
に
ご
協
力
を
 

皆
さ
ん
に
馴
染
み
深
い
お
年
 

玉
つ
き
年
賀
葉
書
は
十
一
日
十
 

五
日
か
ら
売
り
出
さ
れ
て
い
る
 

て
か
ら
引
出
し
て
使
う
ょ
う
に
来
の
生
活
様
式
を
合
理
的
に
改

し
て
下
さ
い

c
 
善
す
る
こ
と
で
、
古
い
風
習
冠

第
一
に
は
、
来
年
の
作
付
に
婚
葬
祭
等
に
こ
だ
わ
ら
ず
必
要

必
要
な
肥
料
、
農
薬
等
の
購
入
以
上
の
支
出
を
極
力
お
さ
え
る
 

共
同
募
金
や
日
赤
の
事
業
に
こ
 

れ
ま
で
三
十
五
億
円
も
金
を
出
 

し
た
寄
付
金
つ
き
の
こ
の
葉
書
 

は
今
年
も
頗
る
売
行
が
ょ
い
十
 

資
金
に
充
当
す
る
こ
と
で
し
よ
こ
と
で
す
．
 

よ
‘
 
，
」
・
一
・
力
《
窒
萄

α受
，
脱
其
 

J，
一
‘

I、
ー
“

5
z
一
‘
エ
．
ノ
‘
【
ー
コ
ー
 

隣
の
中
の
た
だ
ー
つ
の
明
る
い
は
農
家
の
み
な
さ
ん
方
充
分
お
は
こ
の
供
米
代
金
に
よ
る
も
の
 

話
題
で
し
よ
う
。
 
・
 
わ
か
り
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
で
す
か
ら
来
年
の
収
穫
時
期
ま

こ
の
豊
作
の
供
米
代
金
を
め
よ
う
か
ら
、
そ
れ
ま
で
農
協
の
で
の
生
活
費
を
計
画
的
に
分
配

ぐ
つ
て
い
ろ
・
く
、
の
方
面
か
ら
定
期
預
金
に
し
て
こ
の
資
金
を
し
農
業
経
営
の
資
金
に
不
足
が
 

、
活
譲
な
運
動
が
行
な
わ
れ
て
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
有
お
こ
ら
な
い
様
に
し
て
下
さ
い

い
ま
す
が
、
な
ん
と
し
て
も
 
利
な
こ
と
で
し
よ

5
．
 
農
林
商
工
課
 

ノj
 

戴
発
お
発
鰻
繰
い
 

瀦
醜
縫
響
籍
腿
恒
れ
熱
鷲
 

鶴
猿
難
誘
雑
粗
喫
戸
無
奨
ノ
 

切
け
ら
れ
な
い
局
の
欝
に
は
 
昨

m細
蔓
蒜
 

何
年
前
か
ら
そ
ん
な
状
態
な
の
 
，
・
、
、
、
、
、
、
戸
離
畜
噴
 

か
、
こ
れ
か
ら
ど
の
位
の
申
込
 
こ
れ
は
あ
る
を
奪
。
 

引
聞
心
投
ま
す

r
z
事
が
．
で
と
う
ご
ざ
い
現
な
 

つ
て
整
脊
「
 
、
・
、
一
 
利
益
 

驚
薄
濡
簿
吻
鰐
晴
縄
編
 

.‘
，
で
す
。
ご
苦
労
も
多
』
新
市
 

 

『
電
話
は
申
込
ん
で
も
な
か
 

？
く
、
つ
か
な
い
』
 

『
そ
ん
な
に
・
つ
か
な
い
電
話
 

な
ら
申
込
ん
で
も
無
駄
だ
』
 

と
よ
く
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

実
際
当
局
管
内
〔
五
所
川
原
市
 

西
北
一
円
…
板
柳
、
小
阿
弥
を
 

除
く
）
に
お
い
て
も
、
お
申
込
 

に
な
つ
て
か
ら
何
年
も
つ
か
な
 

ー
い
で
い
る
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
 

n」H『H
.
 

婦
？
人
会
一
 

（
会
長
永
 

井
か
つ
）
 

で
は
例
年
 

通
り
、
私
 

達
市
民
の
 

身
体
「
生
 

命
、
財
産
 

を
火
災
か
 

ら
守
つ
て
 

く
れ
て
い
 

事

所川原婦人会 消防署を尉月打 

①
 
利
息
及
び
保
証
料
 

イ
、
利
息
、
取
扱
金
融
機
関
 

．
の
所
定
利
息
一
 

F、
保
証
料
、
日
歩
七
厘
 

⑧
 
保
証
人
及
び
担
保
 

保
証
人
は
一
人
以
上
と
し
必
 

要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
す
る
 

一
、
申
込
受
付
場
所
 

①
 
取
扱
金
融
機
関
各
店
舗
 

③
 
保
証
協
会
の
本
所
及
び
支
 

所
 
一
、
申
込
受
付
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
五
日
 

か
ら
昭
和
三
十
四
年
一
月

1
1
1
 

十
日
ま
で
 

一
、
そ
の
他
 

①
 
本
制
度
の
運
営
状
況
に
つ
 

い
で
保
証
協
会
は
毎
日
知
事
 

及
び
日
本
銀
行
青
森
支
店
長
 

に
報
告
す
る
。
‘
 

①
 
一
般
保
証
と
区
別
す
る
た
 

め
、
協
会
の
所
定
書
類
に
 

か
ら
昭
和
三
十
四
年
三
月
五
 

日
ま
で
 

一
、
裏
付
資
金
 

青
森
県
は
本
制
度
の
円
滑
な
 

運
営
を
期
す
る
た
め
、
県
費
 

五
千
万
円
を
保
証
協
会
と
協
 

議
の
上
昭
和
三
十
三
年
十
一
 

月
十
日
か
ら
、
昭
和
三
十
四
 

年
三
月
十
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
 

取
扱
金
融
機
関
に
預
託
す
る
 

な
お
本
制
度
の
効
果
を
更
に
 

拡
大
す
る
た
め
関
係
市
町
に
 

お
い
て
も
総
額
ニ
千
万
円
を
 

協
調
預
託
す
る
。
 

一
、
保
証
融
資
の
条
件
 

①
 
保
証
対
象
 

県
内
の
中
小
企
業
者
 

①
 
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

①
 
保
証
金
額
 

原
則
と
し
て
一
件
金
五
十
万
 

円
以
内
 

④
 
保
証
期
間
 

九
十
日
以
内
 

⑥
 
保
証
形
式
 

手
形
貸
付
、
手
形
割
引
、
及
 

び
支
払
保
証
の
保
証
 

⑥
 
償
還
方
法
 
一
時
払
 

中
小
企
業
者
に
年
末
資
金
の
特
 

別
融
資
を
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
県
内
の
中
小
企
 

業
者
に
対
し
て
年
末
資
金
を
保
 

証
融
資
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
逼
 

『
 

）
響
製
れ
加
算
難
 

県
遭
と
し
て
は
六
〇
億
に
 

甘
 
？
 
内
に
『
申
込
一
 

迫
す
る
年
 

末
の
金
融
 

難
の
緩
和
 

を
促
進
す
 

る
た
め
に
 

実
施
す
る
 

も
の
で
あ
 

つ
か
な
い
か
「
 

覇
誌
鍾
 

い
つ
ま
で
経
つ
（
 

か
な
い
こ
と
に
』
 

運
転資

金
の
ぬ資 

中
小企

業
者に

対し

て 

●
 

、
 
（
 
ク
 
ク
 
《
 
ク
 
、
・
這
一
 

4
1
ニ
三
‘
 
‘
 
ー
『
、
コ
ー
 
．
 
、
 
、
汁
る
 

u
電
報
電
話
局
か
ら
・
 

が
あ
る
か
、
そ
の
他
い
ろ
？
く
や
す
計
画
を
た
て
る
に
何
ま
り
 

如
難
謡
耗
た
製
絹
賛
獲
緊
難
【
「
銚
糾
 

難
難
蕪
穏
難
 

て
い
る
局
の
設
備
を
順
次
整
 
申
込
が
多
い
局
と
少
な
・
葛
 

え
設
備
を
拡
張
し
、
ご
要
望
と
で
は
『
つ
け
る
数
』
を
開
当
 

る
消
防
署
 

員
を
慰
問
し
た
、
こ
の
日
十
一
 

月
十
九
日
は
猛
訓
練
の
終
つ
た
 

後
で
日
頃
の
は
り
つ
め
た
心
も
 

や
わ
ら
ん
で
大
レ
に
感
謝
し
、
 

婦
人
会
か
ら
、
全
署
員
に
軍
手
 

そ
の
他
の
贈
り
物
が
あ
つ
て
午
 

后
一
時
過
ぎ
ひ
き
あ
げ
た
．
 

ど
う
し
て
電
話
は
 

一
 
こ
ん
な
に
つ
か
な
い
の
か
 

ー
こ
の
点
少
し
申
し
上
げ
ま
す
と
 

一
日
本
電
信
電
話
公
社
で
は
お
申
 

込
に
よ
る
電
話
を
つ
け
る
た
め
 

一
毎
年
六
、
七
〇
〇
億
円
程
の
資
 

金
を
も
つ
て
二
四
、
五
万
箇
程
 

つ
け
て
来
て
お
り
、
来
年
度
に
 

ば
九
〇

O億
円
の
予
算
で
ニ
七
 

万
箇
つ
け
よ
う
と
い
う
計
画
を
 

た
て
て
お
り
ま
す
。
 

唯
こ
ん
な
に
し
て
つ
け
て
参
 

り
ま
し
て
も
全
部
の
お
申
込
に
 

対
し
て
は
三
五
％
程
し
か
つ
け
 

つ
て
、
そ
 

の
要
綱
は
 

次
の
よ
う
 

に
な
つ
て
 

お
り
ま
す
 

一
、
保
証
 

融
資
総
 

額
 （
青
森
県
）
 

一
一
億
五
 

・

1
一
ま
こ
と
に
大
ざ
つ
ば
 

書
き
ま
し
た
が
『
電
話
が
つ
 

ま
で
』
の
現
状
を
ご
諒
承
下
 

れ
、
ご
希
望
の
方
は
当
局
や
 

邪
、
長
橋
、
梅
沢
の
各
郵
便
 

へ
多
数
お
申
込
下
さ
い
ま
す
 

議
傾
井
田
よ
げ
ま
す
。
 

匹
敵
す
と
云
わ
れ
て
い
て
、
 

先
般
驚
知
事
は
六
億
の
赤
宇
て
も
 

博
霧
裁
縫
譲
葺
猫
 

又
子
を
養
育
し
て
行
く
母
親
助
を
 

の
立
 
か
ら
し
て
の
お
ね
が
い
可
し
 

で
ご
 
い
ま
す
。
 
ば
と
 

第
鳶n政治
の
派
閥
解
消
 
第
 

に
カ
「
人
れ
て
も
ら
い
た
い
。
上
に
 

《
 
・
 

、
 

五
所
川
原
 

電
報
電
話
局
 

護
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
什
雛
響
賭
薫
夢
 

（
当
局
舎
が
新
築
さ
れ
、
改
式
 
設
備
の
関
係
で
今
直
ぐ
・
 

さ
れ
た
の
は
そ
の
例
で
す
）
 
つ
け
ら
れ
な
い
ま
で
も
“
 

千
万
円
 

也
 一

、
取
扱
金
融
機
関
 

こ
の
制
度
の
趣
旨
に
賛
同
し
 

た
金
融
機
関
 

一
、
制
度
の
実
施
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
五
日
 

二
 

「
年
特
」
の
記
号
を
付
す
る
。
 

③
 
本
要
綱
に
定
め
な
い
事
項
 

に
つ
い
て
県
、
取
扱
金
融
機
 

『
関
及
び
保
証
協
会
が
協
議
の
 

上
決
定
す
る
。
 

、
 

、
．
ノ
‘

l、，
ー
 
、
，

Jー
、
、

J
~
l

、
一
‘

I
l

、
 

《
 

栄
中
学
校
 

校
 
歌
 

採
種
圃
設
置
計
画
 
醸
鯉
臓
験
譲
叫
響
 

書
つ
匙
訪
コ
ロ
重
主

Fい
て
ノ
 
圃
設
置
計
画
を
た
て
て
お
り
ま
．
 

ー
ノ
ー
、
．
：
ー
 
ー
．
・
‘
 
ー
 
‘
の
奨
励
品
種
を
中
心
に
地
城
 

品
種
を
選
定
し
て
安
全
多
収
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
 
計
画
は
“
 

あ
り
ま
す

o
 

．
‘
、
、
 

採
種
圃
設
置
計
画
 

展
地
相
一
 

開
設
の
お
 

五
所
川
原
＋
 

十
ニ
月
五
日
午
前
十
時
か
ら
高
橋
総
務
部
長
、
佐

A木
庶
 

務
課
長
立
合
の
上
で
事
務
の
引
継
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
 

日
の
山
内
新
市
長
は
濃
こ
ん
の
背
広
に
頭
髪
も
紛
麗
に
整
 

目
下
作
曲
中
 

五
所
川
原
市
立
栄
中
学
校
（
校
 

長
白
戸
鴛
教
氏
）
で
は
か
ね
て
 

か
ら
校
歌
の
作
成
を
急
い
で
い
 

た
が
こ
の
程
五
所
川
原
市
教
育
 

委
員
会
教
育
長
工
藤
直
三
郎
氏
 

の
作
詞
に
よ
つ
て
出
来
あ
が
つ
 

た
。
作
詞
次
の
．
通
り
、
尚
作
曲
 

は
弘
前
大
学
教
授
清
野
健
氏
に
 

依
頼
中
で
あ
る
。
 

〔
一
 
）
 

 

東
発
珠
の
裾
の
も
と
 

津
軽
広
野
の
た
だ
中
に
 

黄
金
垂
穂
は
波
寄
せ
て
 

天
の
恵
み
と
た
た
え
つ
つ
 

学
ぶ
わ
れ
ら
の
ほ
が
ら
か
さ
 

こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
申
 

昭
和
三
十
四
年
度
採
種
圃
設
置
計
画
案
 

一
、
水
 
稲
 

（左）

現

市

長 山

内

久

三郎氏 

 （右）

前市

長外

崎千

代

吉

氏 

昭
和
」
ー
三
年
の
年
の
瀬
も
迫
こ
の
 

り
今
‘

cに
暮
れ
よ
う
と
し
て
堵
に
 

居h
'

？
。
 
ま
よ
 

』
。
年
間
を
振
返
つ
て
見
君

5
 れ

げ
「
い
の
多
い
年
で
あ
つ
た
ん
か
 

八
月
（
訳
雨
相
次
ぐ
台
風
の
来
の
力
 

製
碑
は
】
十
二
号
台
風
は
農
作
は
農
 

物
比
＃
入
な
る
被
害
を
あ
た
い
に
づ
 

収
毒
皿
即
に
は
全
市
民
の
心
身
る
た
 

を
集
」
り
し
め
る
も
の
が
あ
つ
様
来
 

た
飢
」
入
は
わ
れ
ノ
、
、
を
助
け
回
日
 

設
置
区
械
 

品
 
話
 

一
 
ー
 
ー
 
取
ー
 
履
‘
ー
 

積
 

子
 

八
甲
田
 

十
和
田
 

陸
奥
光
 

臨
駈
履
齢
ー
 

“

三梅栄異

中
飯
松長

七
小需 

臼
ノ 

好沢 
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継 

長 

 で 
一
 
「
』
卓
球
大
会
は
十
一
 

か
監
マ
ー

r一
」
‘
日
午
前
八
時
半
か
ら
、
 

”
調
「
一
青
森
商
業
高
等
学
校
で
開
催
さ
 

ー
 
れ
た
が
一
回
蔵
は
強
剛
弘
前
市
 

一
 
一
 
」
》
一
 

J
 

、
‘
い
‘
，
 
り
』
 

市
 

『

ー
 」

ら
れ
皿
」
豊
作
と
言
ふ
結
果
を
設
す
 

n
H
J
 

．
《
‘
事
、

g‘
蛇
月
一
済
 
一
も
た
」
レ
農
家
に
取
つ
て
懐
ろ
農
地
」
 

一
 
一

Q
 
一
、
チ
 
ー
 
「
．
比
へ
 
の
畷
」
【
済
を
あ
た
い
て
く
れ
頃
皆
 

A
 

ま1
」
 
田
畑
 

暴
」
り
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
地
の
 

ご
苦
『
低
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
こ
 

所
 

（
一
 
一
 
）
 

 

西
に
岩
木
根
仰
ぐ
も
と
 

と
わ
の
気
高
き
ひ
と
す
じ
に
 

ー
 

」m刃
 】

、
大
 

蔵
業
者
の
維
持
一
 

借
入
申
譜
 

ず
サ
 
式
弓
 

●

神
の
啓
示
と
ぬ
か
づ
き
て
 

ぶ
さ
に
 

さ
げ
 
つ
 
つ
 

・
 

進
む
歩
調
の
、
高
ら
か
さ
 

．
 
こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
中
 

.
 
（
三
〕
 

．
岩
木
川
瀬
の
集
の
も
と
 

ー
 

品
ー
 
ー
旬
ョ
司
訓
ー
ー
 

積 

五
 

着×魂γ長
い
三
虹
二
で
軽
く
蹴
落
し
 

設
置
区
城
 
野
 
起
 
陽
 
月
 

白
 
花
 
一
 
号
‘
 

岩
 
手
 

一
一
号
 

反
 

一
 

長
十 計 

一
か
 
醜
く
二
回
職
は
青
森
市
と
決
勝
 

「

―
 

は
八
戸
市
と
戦
か
つ
て
三
対
二
 

で
快
勝
、
昨
年
に
引
続
き
二
回
 

本
年
」
月
二
度
に
わ
た
つ
て
大
に
つ
 

き
な
」
風
が
あ
り
、
採
り
入
れ
請
を
 

を
目
一
に
し
た
農
作
物
が
相
当
し
ま
 

な
被
サ
う
け
各
農
家
で
は
そ
ま
す
 

の
た
？
に
収
入
の
減
額
が
生
じ
 

或
は
《
害
復
旧
等
の
経
営
の
再
一
、
 

建
費
・
必
要
と
す
る
状
況
と
な
①
 

飯

長

七 

詰橋和 

・
 

」
 

./
！
》

』
，
“

'
 

と
の
え
、
外
崎
前
市
長
は
薄
茶
の
背
広
で
、
長
火
鉢
を
真
 

中
に
は
さ
み
終
始
笑
顔
の
裡
に
十
一
時
終
了
し
た
。
 

い
I
加
め
履
憎
を
逐
げ
た

o
 

一
 

一
 

三
 
三
 

航
ぎ
市
役
所
卓
球
部
長
 

平
川
甚
四
郎
（
収
入
役
）
 

監
督
 
木
 
村
 
精
 
一
 

二
 

「
「
 一
「
 

あ
か
き
り
ん
ど
の
里
の
香
に
 

生
命
絶
え
せ
ぬ
、
幸
う
け
て
 

つ
と
に
人
の
和
か
ぎ
し
つ
つ
 

計
 

一1
1
 

一1
1
 

乙
の
供
米
代
金
を
 

ど
の
よ
う
に
し
て
 

使
う
か
を
農
家
の
 

み
な
さ
ん
に
よ
く
 

考
え
て
頂
か
な
け
 

れ
ば
な

bませ
ん
 

と
か
く
豊
作
の
と
き
は
無
計
画
 

に
消
費
的
な
支
出
が
か
さ
み
が
 

ち
で
す
か
ら
、
ま
ず
預
金
を
し
 

て
充
分
に
考
え
、
計
画
を
ね
つ
 

心
配
さ
れ
た
台
風
も
大
き
な
被
 

害
も
与
え
ず
四
年
統
き
の
豊
作
 

で
今
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

豊
作
の
よ
ろ
こ
び
は
な
ぺ
底
 

景
気
を
ふ
つ
と
ば
し
て
日
本
経
 

第
二
に
は
災
害
に
そ
な
え
る
 

こ
と
で
す
。
今
年
の
豊
作
の
中
 

に
は
局
部
的
に
は
干
害
、
風
水
 

害
を
受
け
た
方
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
天
災
に
備
え
、
又
土
 

地
改
良
等
、
所
謂
生
産
を
高
め
 

る
基
盤
を
作
る
た
め
の
備
荒
貯
 

金
を
す
る
心
構
え
が
必
要
で
し
 

よ
う
。
 

第
三
に
は
、
生
活
改
善
の
た
 

（第

51

号） 
 

（
監
査
委
事
務
局
長
〕
 

以
上
の
と
お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
所
、
市
役
所
農
林
商
工
課
へ
 
早
く
 

‘
申
込
ん
で
下
さ
い
。
 
‘
 
』
 

励
む
わ
れ
ら
の
清
ら
か
さ
 

こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
中
 

つ
て
ー
ま
す

o
 

り
 

権
役
所
鴨
球
部
把
 

市
役
所
卓
球
部
員
、
 
被
一
を
う
け
た
農
家
の
皆
様
 
を
 

に
は
」
か
ら
お
見
舞
申
上
げ
ま
 
十
に
は
」
か
ら
お
見
舞
申
上
げ
ま
 
十
 

元
且
に
『
ド
サ
リ
』
と
投
げ
込
買
入
が
目
立
つ
て
い
て
十
一
月
い
組
合
斗
争
が
あ
つ
て
も
年
賀
達
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
単
か
労
願
い
ま
す
。
 

ま
れ
る
年
賀
状
、
誰
し
も
が
待
二
十
八
日
で
す
つ
か
り
売
切
れ
決
ま
お
く
れ
な
い
よ
う
に
万
全
り
ま
す
の
で
何
卒
ご
協
力
下
ざ
一
今
年
は
米
、
り
ん
ご
の
連
 

す
。
 
③
 

ム
ロ
叫
め
痛
手
が
強
く
農
家
経
 
規
 

営
の
《
航
維
持
‘
が
困
難
な
農
家
 
と
 

＋
一
．
、
 

 
」
そ
ろ
し
い
豚
 

豚
舎
の
消
 

、
。
 嚇

農
鉢
い
総
穀
讐
禁
隣
）
群
編
耗
の
策
を
た
て
て
お
り
ま
す
．
い
か
今
年
の
十
胃
『
早
百
舞
舞
離
難
露
独
 

記
剖
当
ヒ
か
～
が
〉
）
加
か
記
い
羊
雷
予
齢
外
こ
早
く
一

mいh
と
 
そ
こ
で
今
年
の
年
賀
状
は
お
は
日
曜
日
な
の
で
特
に

γ
フ
り
浄
局
で
」
散
下
年
末
冶
郵
更
 

こ
が
れ
て
早
く
こ
な
い
か
と
郵
と
な
つ
た
昨
年
は
十
ニ
月
十
日
 

一
 し

 1
5
 

供米

代金

は 

予
金い

1
こ

しまし

よう い
 

（

羅轟器

鶏

） 昭和

33

年
に月 
 

め
の
資
金
で
す
。
農
家
の
経
済
 

的
地
位
を
高
め
る
た
め
に
は
従
一
 

の
正
月
が
も
う
間
近
だ
・
 
な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
感
そ
く
も
十
二
月
二
十
三
日
頃
ま
ー
マ
ン
の
方
は
こ
の
日
を
年
賀
金
増
強
進
動
を
強
力
に
推
進
し
 

・

毎
年
年
賀
郵
便
の
取
扱
や
小
 
』

1・
「
ー
 

n
r
b
L
 

で
に
お
出
し
願
い
た
い
の
で
ご
状
を
．
く
日
と
お
決
め
市
資
れ
郵
便
貯
金
の
増
加
を
図
つ
て
お
 

～、

B1 

・・・
計画

性

を
もち

た 

1、
ー

？
 

ざ
い
ま
す
。
昨
年
当
局
で
引
き
ば
非
常
に
好
都
合
か
と
存
じ
ま
り
ま
す
の
で
ご
協
カ
を
切
に
お
 

？
、
“

'
5
,

，
、
？

3
,
＞
、
く
く

s、
‘
、
、
、
く

s、
‘
、
、
、
、
、
‘
、
、

t、
、
‘
．
 
ね
が
い
申
上
げ
ま
す
。
 

包
、
印
刷
物
の
増
加
、
才
末
の
 
‘
 

激
し
い
金
の
動
き
な
ど
で
転
手
‘
鈍
、
ふ
か
一
 

ま
ず
供
米
代
金
は
一
応
 

農
協
に
預
金
し
ま
し
よ
う
 

故
舞
か
郁
か
加
ル

m如
便
剛
仁
難

m鍬
紅
掌
 

山
所
胤
郵
履
，
 

春
か
上
米
下
一
円
に
発
生
し
た
の
よ
 

豚
コ
」
ノ
は
一
時
下
火
に
な
り
 
ご
ー
 

ま
し
か
、
春
の
予
防
注
射
が
菌
は
一
 

徹
底
」
な
い
の
と
、
密
殺
者
、
非
常
 

密
移
糾
費
が
多
い
た
め
に
八
月
も
三
一
 

か
ら
事
に
ノ
、
裏
延
の
傾
向
に
れ
て
 

あ
り
・
ユ
所
川
原
市
内
の
飼
育
そ
の
 

豚
、
 
六
八
九
頭
で
あ
る
が
の
油
一
 

正
式
」
束
殺
し
た
数
三
五
〇
頭
る
市
 

こ
れ
」
馴
兄
る
密
殺
や
自
然
死
殺
豚
一
 

そ
の
ー
て
あ
わ
せ
る
と
約
三
倍
て
お
 

の
壱
蔵
を
超
え
る
も
の
と
思
各
位
 

わ
れ
ー
い
て
、
こ
れ
が
損
害
は
万
全
・
 

】
頭
『
均
五
千
円
と
み
て
も
五
の
で
‘
 

百
万
z多
額
に
の
ぼ
り
、
本
舎
内
一
 

当
に
〈
ウ
し
い
も
の
だ
と
今
更
上
げ
一
 

早
 

当
局
の
本
年
慶
目
標
は
純
増
 

ノ
、
、
 
で
千
八
百
八
十
万
円
で
あ
る
が
 

最
近
は
金
廻
り
の
よ
く
な
い
せ
 

糾
 年
賀
状
は
 

は
も
う
年
末
の
支
度
で
大
童
で
 

あ
り
ま
す
．
 

郵
便
貯
金
に
ご
協
力
を
 
紘
帳
獣
雅
諺
郵
 

一
 
非
常
に
苦
慮
し
く
い
る
状
態
で
 

難
顎
難
導
薄
「
難
繊
難
舞
麟
」
 

皆
さ
ん
に
馴
染
み
深
い
お
年
 

玉
つ
き
年
賀
葉
書
は
十
一
日
十
 

五
日
か
ら
売
り
出
さ
れ
て
い
る
 

来
の
生
活
様
式
を
合
理
的
に
改
 

善
す
る
こ
と
で
、
古
い
風
習
冠
 

婚
葬
祭
等
に
こ
だ
わ
ら
ず
必
要
 

以
上
の
支
出
を
極
力
お
さ
え
る
 

こ
と
で
す
．
 

最
后
に
農
家
の
収
入
の
大
半
 

は
こ
の
供
米
代
金
に
よ
る
も
の
 

で
す
か
ら
来
年
の
収
穫
時
期
ま
 

で
の
生
活
費
を
計
画
的
に
分
配
 

し
農
業
経
営
の
資
金
に
不
足
が
 

お
こ
ら
な
い
様
に
し
て
下
さ
い
 

農
林
商
工
課
 

て
か
ら
引
出
し
て
使
う
ょ
う
に
 

し
て
下
さ
い
。
 

第
一
に
は
、
来
年
の
作
付
に
 

必
要
な
肥
料
、
農
薬
等
の
購
入
 

資
金
に
充
当
す
る
こ
と
で
し
よ
 

う
．
 
こ
れ
が
金
額
の
必
要
時
期
 

は
農
家
の
み
な
さ
ん
方
充
分
お
 

わ
か
り
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
 

よ
う
か
ら
、
そ
れ
ま
で
農
協
の
 

定
期
預
金
に
し
て
こ
の
資
金
を
 

確
保
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
有
 

利
な
こ
と
で
し
よ
う
．
 

共
同
募
金
や
日
赤
の
事
業
に
こ
 

れ
ま
で
三
十
五
億
円
も
金
を
出
 

し
た
寄
付
金
つ
き
の
こ
の
葉
書
 

は
今
年
も
頗
る
売
行
が
よ
い
十
 

ニ
月
九
日
現
在
で
も
う
五
円
葉
 

書
一
四
八
，
七
〇
〇
枚
も
売
つ
 

こ
の
よ
う
に
多
数
の
年
賀
を
短
あ
る
が
、
今
年
は
ナ
べ
簾
気
魂
叱
鴻
恰
、
臆
か
一
〇
、
七
六
 

ー
ー
 
；
 
・
・
 
期
間
に
取
扱
う
こ
と
と
な
り
、
の
反
映
で
商
店
の
売
込
合
鰍
が
％
の
低
調
に
あ
り
、
こ
れ
を
農
 

謝
申
上
げ
ま
す
。
 
ど
引
レ
て
も
平
常
の
送
達
日
数
「
囲
い
激
い
』
か
醤
午
い
加
家
収
入
時
の
十
二
月
に
於
て
一
 

済
の
中
の
た
だ
ー
つ
の
明
る
い
 

話
題
で
し
よ
う
。
 

こ
の
豊
作
の
供
米
代
金
を
め
 

ぐ
つ
て
い
ろ
？
、
の
方
面
か
ら
 

、
活
濃
な
運
動
が
行
な
わ
れ
て
 

い
ま
す
が
、
な
ん
と
し
て
も
 

て
い
る
し
、
四
円
の
葉
書
は
一
 
今
年
は
全
逓
の
斗
争
が
十
二
よ
り
も
お
く
れ
勝
ち
と
な
る
．
の
平
常
の
取
扱
数
も
多
く
な
）
で

O〇
％
達
成
す
ぺ
く
今
井
課
長
 

円
安
の
と
こ
ろ
か
ら
、
会
社
、
月
に
も
行
う
ょ
う
に
伝
え
ら
れ
で
、
特
に
県
外
な
ど
は
早
目
に
い
る
の
で
で
き
る
だ
け
早
昇
に
以
下
迫
夜
奮
斗
中
で
あ
り
ま
す
 

銀
行
な
ど
の
大
ロ
の
利
用
者
の
て
い
る
が
、
郵
便
局
で
は
た
と
お
出
し
下
さ
ら
な
い
と
元
且
配
お
出
し
下
さ
る
よ
う
特
に
ザ
協
 
五
所
川
原
郵
便
局
 

七八 

1フ
 



市
長
さ
ん
お
め
で
と
う
 

ま
す
。
 

老
大
な
赤
字
財
政
か
 

て
今
後
は
ほ
『
と
づ
中
 

シ
さ
ん
で
す
。
ご
苦
冊
 

と
思
い
ま
す
が
『
そ
』
 

山
内
さ
ん
の
手
腕
を
‘
』
 

上
げ
ま
す
。
 

県
全
体
と
し
て
は
．
 

こ
れ
は
あ
る
局
の
電
話
 

！、
、
、
●
、

！

,
 

加m卵
講
邸
 
ー
 

し
か
し
、
こ
の
設
備
の
行
 

て
い
る
局
が
全
国
的
に
と
 

多
い
た
め
『
申
込
ん
で
す
 

く
』
と
い
う
よ
う
に
は
、
 

ム
、
、
な
れ
な
い
状
態
に
声
 

で
す
。
 

五
所川

原婦

人会 

消防

署を

慰問 

千
万
円
 

也
 一

、
取
扱
金
融
機
関
 

こ
の
制
度
の
趣
旨
に
賛
同
し
 

た
金
融
機
欄
 

一
、
制
度
の
実
施
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
五
日
 

運
転資

金
の
融資 

中
小企

業者に

対し

て 
末
の
金
融
 

難
の
緩
和
 

を
促
進
す
 

る
た
め
に
 

実
施
す
る
 

も
の
で
あ
 

つ
て
、
そ
 

の
要
綱
は
 

次
の
よ
う
 

に
な
つ
て
 

お
り
ま
す
 

一
、
保
証
 

融
資
総
 

額
 （
青
森
県
）
 

一
一
億
五
 

電
話
の
申
込
に
つ
い
で
 

ク
 
、
 
ク
 
ク
 
ク
 
《
 
ク
 
、
 

f
 

ど
う
し
て
電
話
は
 

こ
ん
な
に
つ
か
な
い
の
か
 

月
十
九
日
は
猛
訓
練
の
終
つ
た
 

後
で
日
頃
の
は
り
つ
め
た
心
も
 

や
わ
ら
ん
で
大
い
に
感
謝
し
、
 

婦
人
会
か
ら
、
全
署
員
に
軍
手
 

そ
の
他
の
贈
り
物
が
あ
つ
て
午
 

后
一
時
過
ぎ
ひ
き
あ
げ
た
。
 

・

、
・
ー
・
、
、
，
ー
 
ノ
、
、

J‘
ー
 
ノ
‘
、
、
一
 

Jー
 

麗
麟
黙
舞
緊
麟
が
あ
叙
護
競
霧
」
賢
熱
離
襲
）
護
か
 

一
毎
年
六
、
七
〇

o億
円
程
の
資
の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
局
舎
も
必
要
な
こ
と
は
「
つ
け
 

金
を
も
つ
て
二
四
、
五
万
箇
程
を
新
築
す
る
と
か
、
線
路
を
直
と
い
う
申
込
が
現
在
ど
の
 

つ
け
て
来
て
お
り
、
来
年
度
に
す
と
か
の
方
法
を
講
じ
て
困
つ
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
 

ば
九
〇

O億
円
の
予
算
で
ニ
七
て
い
る
局
の
設
備
を
順
次
整
 
申
込
が
多
い
局
と
少
た
 

万
箇
つ
け
よ
う
と
い
う
計
画
を
え
設
備
を
拡
張
し
、
ご
要
望
と
で
は
『
つ
け
る
数

h・
 た

て
て
お
り
ま
す
。
 
に
こ
た
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
す
る
に
も
申
込
の
多
い
局
 

唯
こ
ん
な
に
し
て
つ
け
て
参
ま
す

o
 
へ
多
く
割
当
ら
れ
ま
す

b
 り

ま
し
て
も
全
部
の
お
申
込
に
 
（
当
局
舎
が
新
築
さ
れ
、
改
式
 
設
備
の
関
係
で
今
直
ぐ
 

対
し
て
は
三
五
％
程
し
か
つ
け
 
さ
れ
た
の
は
そ
の
例
で
す
）
 
つ
け
ら
れ
な
い
ま
で
も
「
 

継
 

曲
辰
 

皿
」
未
 

者
 

一
た
処
が
天
は
わ
れ
ノ
 

ー
ら
れ
稲
は
豊
作
と
言
 

一
も
た

Fプ t奥
加
家
に
前
 

の
一
暖
い
経
済
を
あ

h
 ユ

ュ
し
た
。
 

農
家
の
皆
さ
ん
に
 

ご
苦
労
様
で
あ
り
ま
 
本
年
九
月
二
度
に
わ
 

き
な

Aロ
風
が
あ
り
、
 

を
目
前
に
し
た
農
作
 

な
被
害
を
う
け
各
農
一
 

の
た
め
に
収
入
の
減
一
 

或
は
災
害
復
旧
等
の
《
 

建
費
を
必
要
と
す
る
」
 

つ
て
い
ま
す

0
 被

害
を
う
け
た
農
 

に
は
心
か
ら
お
見
舞
 

す
。
 
台
風
の
痛
手
が
強
 

営
の
現
状
維
持
が
困
 

借
 

1
1
1
 

ー一ー

・ー

一反 
と
の
え
、
外
崎
前
市
長
は
簿
茶
の
背
広
で
、
長
火
鉢
を
真
 

中
に
は
さ
み
終
始
笑
顔
の
裡
に
十
一
時
終
了
し
た
。
 

・・
・計画性

をもち 

い
 た
 

謝
申
上
げ
ま
す
。
 

今
年
は
全
逓
の
斗
争
が
十
一
一
 

月
に
も
行
ケ
よ
う
に
伝
え
ら
れ
 

て
い
る
が
、
郵
便
局
で
は
た
と
 

難
勢
尋
 

て
か
ら
引
出
し
て
使
う
ょ
う
に
来
の
生
活
様
式
を
合
理
的
に
改
 

し
て
下
さ
い
。
 
善
す
る
こ
と
で
、
古
い
風
習
冠
 

第
一
に
は
、
来
年
の
作
付
に
婚
葬
祭
等
に
こ
だ
わ
ら
ず
必
要
 

必
要
な
肥
料
、
農
薬
等
の
購
入
以
上
の
支
出
を
極
力
お
さ
え
る
 

資
金
に
充
当
す
る
こ
と
で
し
よ
こ
と
で
す
．
 

ー
、
、
、
、
‘

！
●

・
 

●
 

一
 

ーー
 

ー
 

。
ョ
カ
，
、

J．
ザ
ノ
ー
 
・
、
 
『
 

」
る
●
」
い
う
に
と
が
は
ン
 

勲
難
い
稽
難
 

に
進
さ
れ
そ
れ
に
伴
つ
て
一
）
 

一
早
く
っ
け
ら
れ
る
よ
う
「
七
 

〕
、
反
対
に
『
申
虫
 

な
か
つ
か
な
い
て
 

で
づ
け
た
い
革
相
ョ
 

申
込
を
し
な
い
「
【
 

」
、
い
つ
ま
で
経
紫
 

～
つ
か
な
い
こ
と
一
〕
 

五
所
川
原
 

婦
人
会
 

（
会
長
永
 

井
か
つ
）
 

で
は
例
年
 

通
り
、
私
 

達
市
民
の
 

身
体
、
生
 

命
、
財
産
 

を
火
災
か
 

ら
守
つ
て
 

く
れ
て
い
 

る
消
防
署
 

こ
の
日
十
一
 

中
小
企
業
者
に
年
末
資
金
の
特
 
か
ら
昭
和
三
十
四
年
三
月
五
①
 
利
息
及
び
保
証
料
 

別
融
資
を
い
た
し
ま
す
。
 
日
ま
で
 
イ
、
利
息
、
取
扱
金
融
機
関
 

製
弱
臓
籍
郵
」
竺
熱
製
野
の
円
滑
な
ロ
知
難
認
奉
七
厘
 

証
融
資
す
る
こ
と
に
は
っ
て
逼
 
運
営
を
期
す
る
た
め
、
県
費
⑧
 
保
証
人
及
び
担
保
 

『
電
話
は
申
込
ん
で
も
な
か
 
ー
ら
れ
な
い
現
状
で
す

oつ
ま
り
 

1ノ
、
つ
か
な
い
』
 

電
話
を
つ
け
る
に
は
 

鳶
襲
醜
醜
夢
給
」
繊
群
語
縄
 

戴
骸
需
麟
か
）
「
錘
難
麓
雑
警
 

讐
鯛
臨
写
轟
譜
駆
醜
論
縄
難
＼
 

に
な
つ
て
か
ら
何
年
も
つ
か
な
加
 
「
」
れ
か
ら
ど
の
個
の
申
込
 

一
い
で
い
る
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
‘
 
？
、
ら
か
ぐ
“

"
"
'
C
"
"

‘
く
 

迫
す
る
年
 

保
証
人
は
一
人
以
上
と
し
必
 

要
に
応
じ
て
担
保
を
徴
す
る
 

一
、
申
込
受
付
場
所
 

①
 
取
扱
金
融
機
関
各
店
舗
 

①
 
保
証
協
会
の
本
所
及
び
支
 

所
 

一部

2
円 

五
千
万
円
を
保
証
協
会
と
協
 

議
の
上
昭
和
三
十
三
年
十
一
 

月
十
日
か
ら
、
昭
和
三
十
四
 

年
三
月
十
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
 

取
扱
金
融
機
関
に
預
託
す
る
 

な
お
本
制
度
の
効
果
を
更
に
 

拡
大
す
る
た
め
関
係
市
町
に
 

お
い
て
も
総
額
二
千
万
円
を
 

一
、
申
込
受
付
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
五
日
 

か
ら
昭
和
三
十
四
年
一
月

1
1

一
 十

日
ま
で
 

一
、
そ
の
他
 

Q
 
本
制
度
の
運
営
状
況
に
つ
 

い
で
保
証
協
会
は
毎
日
知
事
 

ま
」
准
は
湾
緯
一
 

員
を
慰
問
し
た
、
 

協
調
預
託
す
る
。
 

一
、
保
証
融
資
の
条
件
 

①
 
保
証
対
象
 

県
内
の
中
小
企
業
者
 

③
 
資
金
の
使
途
 

運
転
資
金
 

③
 
保
証
金
額
 

原
則
と
し
て
一
件
金
五
 

円
以
内
 

④
 
保
証
期
間
 

九
十
日
以
内
 

⑥
 
保
証
形
式
 

電
報
電
話
局
か
ら
・
 

こ
の
点
少
し
申
し
上
げ
ま
す
と
 

ま
し
叱
が
「
電
話
が
つ
一
一
 

状
を
ご
諒
承
工
）
 

ゆ
方
は
当
局
達
）
 

梅
沢
の
各
郵
便
塗
 

数
お
申
込
下
さ
い
ま
す
・
 

一
 
い
田
山
げ
ま
す

o
 

 
一
 

匹
敵
す

7（
と
云
わ
れ
 

知
般
津
島
知
事
は
六
一
 

で
手
を
上
げ
ら
れ
た
ー
 

ねoっ
い
て
は
婦
人
一
 

又
子
供
を
養
育
し
て
 

の
立
場
か
ら

tて
の
 

，
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

第
一
点

n政
治
の
 

～
に
力
を
入
れ
て
も
ら
 

及
び
日
本
銀
行
青
森
支
店
長
 

十
万
 
に
報
告
す
る
。
 

①
 
一
般
保
証
と
区
別
す
る
た
 

め
、
協
会
の
所
定
書
類
に
 

」
一
轟
瓢
嬰
 

「
年
特
」
の
記
号
を
付
す
る
。
 

③
 
本
要
綱
に
定
め
な
い
事
項
 

に
つ
い
て
県
、
取
扱
金
融
機
 

関
及
び
保
証
協
会
が
協
議
の
 

上
決
定
す
る
。
 

報
 

手
形
貸
付
、
手
形
割
引
、
及
 

び
支
払
保
証
の
保
証
 

⑥
 
償
還
方
法
 
一
曹
払
 

栄
中
学
校
 

校
 
歌
 

農
林
商
工
課
で
は
県
農
業
 

所
と
協
議
し
て
昭
和
三
十
 

探
種
圃
設
置
計
画
 

県
の
奨
励
品
種
を
中
心
に
／
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

圃
設
置
計
画
を
た
て
て
お
り
ま
 

県
の
奨
励
品
種
を
中
心
に
地
械
 

販
 

十
二
月
五
日
午
前
十
時
か
ら
高
橋
総
務
部
長
、
佐

Aォ
藤
 

務
課
長
立
合
の
上
で
事
務
の
引
継
が
行
な
わ
れ
た
。
 
こ
の
 

日
の
山
内
新
市
長
は
濃
こ
ん
の
背
広
に
頭
髪
も
椅
麗
に
整
 

ニ寸
ョ‘  

品
種
を
選
定
し
て
安
全
多
収
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
 
計
画
は
次
 

あ
り
ま
す
。
 

目
下
作
曲
中
 

五
所
川
原
市
立
栄
中
学
校
（
校
 

長
白
戸
鴛
教
氏
）
で
は
か
ね
て
 

か
ら
校
歌
の
作
成
を
急
い
で
い
 

た
が
こ
の
程
五
所
川
原
市
教
育
 

委
員
会
教
育
長
工
藤
直
三
郎
氏
 

の
作
詞
に
よ
つ
て
出
来
あ
が
つ
 

た
。
作
詞
次
の
通
り
、
尚
作
曲
 

は
弘
前
大
学
教
授
清
野
健
氏
に
 

依
頼
中
で
あ
る
。
 

（
】
 
）
 

 

東
発
珠
の
裾
の
も
と
 

津
軽
広
野
の
た
だ
中
に
 

黄
金
垂
穂
は
波
寄
せ
て
 

天
の
恵
み
と
た
た
え
つ
つ
 

学
ぶ
わ
れ
ら
の
ほ
が
ら
か
さ
 

こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
中
 

（
一
 
一
 
）
 

 

西
に
岩
木
根
位
ぐ
も
と
 

●
 

と
わ
の
気
高
き
ひ
と
す
じ
に
 

●

神
の
啓
示
と
ぬ
か
づ
き
て
 

・
 

地
の
利
加
稽
昨
つ
つ
 

．
 
進
む
歩
調
の
、
高
ら
か
さ
 

．
 
こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
中
 

.
 
(

1
1
1

)
 

（左）現

市
長 
 山

内

久三郎

氏 

 

（右）

前市

長 外崎千

代
吉

氏 

昭
和
三
十
四
年
度
採
種
圃
設
置
計
画
案
 

一
、
水
 
稲
 

昭
和
三
十
三
年
の
年
 

りA●
ま
さ
に
暮
れ
ょ
 

居
り
ま
す
。
 

こ
の
一
年
間
を
振
 

れ
ば
禍
い
の
多
い
年
 

八
月
の
直
泳
一
 
相
次
ぐ
 

襲
特
に
二
十
二
号
会
 

物
に
甚
大
な
る
被
妻
 

収
穫
期
」
別
に
は
全
市
 

を
蜘
誉
か
ら
し
め
る
又
 

設
置
区
城
 

品
 
種
 
名
 
及
 
設
 
置
 
面
 

【
 
積
 

八
甲
田
 

十
和
田
 

陸
奥
光
 

五藤 号坂 
十
七
号
 

農
 
林
 

十
四
号
 

青
森
県
 

計
 

栄
 

計
 

毘
沙
門
 

五
所
川
原
 

三
 
好
 

梅
 
沢
 

中
 
川
 

飯
 
詰
 

松
 
島
 

長
 
橋
 

七
 
和
 

小
 
曲
 

五

四

四

三三四

二

五

三四

一ニ反 

一

四二，

三．

ニ

匹

二

七三二

一一反 

六

二
ー

一二 

一二

一三ー

一・

ー一―反 
七・‘
"  

0 

	 

五・一

一 

〇

― 

	

ー一 

0 
ブ．

八
I二、  

三 

で
 

長
 

一1
 

」

」
 

「
 

蔵
マ
 

ム
云
 

鷺
“
 

一
一
鵬
 
球
 

回
 六
 卓

第
 

市役所チ・ 所
 

一
 
一
 古
美

m
 

事
 

二
、
大
 

豆 

五
 

ー
酬
ー
 
目
ー
討
副
‘
叫
司
 

‘
く
5、
、
‘
、
‘
，
、
、
“

"
"
'
 

積 

と
勲
い
」
悪
二
で
軽
く
蹴
止
し
 

統
く
」
回
載
は
青
森
市
と
血
勝
 

は
八
戸
市
と
戦
か
つ
て
三
並
一
 

《
で
快
勝
、
昨
年
に
引
続
き
』
一
凹
 

盲
の
優
勝
を
逐
げ
た
。
 

五
所
川
厨
市
役
所
卓
球
農
 

平
川
甚
四
郎
（
収
入
警
 

監
督
 
木
 
村
 
精
 

（
監
査
委
事
務
員
じ
 

ニ
写
真
静
恥
球
部
融
 

備 
設
置
区
城
 

考
 

長十 葉勝 白
野 

花
起 

一陽 号月 二岩 号
手 計 

一―

一

一反 

三 
 

一一ー反 

二 
 四

四四反 

三 

 一一

一反 

飯長

七 

詰橋

和 

岩
木
川
瀬
の
集
の
も
と
 

あ
か
き
り
ん
ど
の
里
の
香
に
 

生
命
絶
え
せ
ぬ
、
幸
う
け
て
 

つ
と
に
人
の
和
か
ざ
し
つ
つ
 

励
む
わ
れ
ら
の
清
ら
か
さ
 

こ
こ
ぞ
名
の
ご
と
 
栄
中
 

心
配
さ
れ
た
台
風
も
大
き
な
被
 

害
も
与
え
ず
四
年
統
き
の
豊
作
 

で
今
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

豊
作
の
よ
ろ
こ
び
は
な
ぺ
底
 

景
気
を
ふ
つ
と
ば
し
て
日
本
経
 

こ
の
供
米
代
金
を
 

ど
の
よ
う
に
し
て
 

使
う
か
を
農
家
の
 

み
な
さ
ん
に
よ
く
 

考
え
て
頂
か
な
け
 

れ
ば
な
う
ま
せ
ん
 

と
か
く
豊
作
の
と
き
は
無
計
画
 

に
消
費
的
な
支
出
が
か
さ
み
が
 

ち
で
す
か
ら
、
ま
ず
預
金
を
し
 

て
充
分
に
考
え
、
計
画
を
ね
つ
 

第
ニ
に
は
災
害
に
そ
な
え
る
 

こ
と
で
す
。
今
年
の
豊
作
の
中
 

に
は
局
部
的
に
は
干
害
、
風
水
 

害
を
受
け
た
方
が
あ
り
ま
す

o
 こ

れ
ら
の
天
災
に
備
え
、
又
土
 

地
改
良
等
，
所
謂
生
産
を
高
め
 

る
基
盤
を
作
る
た
め
の
備
荒
貯
 

金
を
す
る
心
構
え
が
必
要
で
し
 

よ
え
ノ
。
 

第
三
に
は
、
生
活
改
善
の
た
 

め
の
資
金
で
す
。
農
家
の
経
済
 

的
地
位
を
高
め
る
た
め
に
は
従
 

三
 
一
 

計
 

（第

51

号） 
 

以
上
の
と
お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
所
、
市
役
所
農
林
商
工
課
へ
 

申
込
ん
で
下
さ
い
。
 

早 く 

ー

J、
jー
 
、
う
、
ー
ー
、
、
？
、
・

rー
ー
‘

・、
‘

、
ノ
ー、

＋
、
 元

且
に
『
ド
サ
リ
』
と
投
げ
込
買
入
が
目
立
つ
て
い
て
十
一
月
い
組
合
斗
争
が
あ
つ
て
も
年
賀
達
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
に
な
力
願
い
ま
す

o
 

 
」
 

ま
れ
る
年
賀
状
、
誰
し
も
が
待
二
十
八
日
で
す
つ
か
り
売
切
れ
状
は
お
く
れ
な
い
よ
う
に
万
全
り
ま
す
の
で
何
卒
ご
協
力
下
さ
 
今
年
は
米
、
り
ん
ご
の
導
”
一
 

舞
競
鑓
競
敏
鶴
競
潔
麟
群
編
猫
の
策
を

m裏
湾
緯
ジ
が
今
年
の
十

i
下
一
日
講
舞
騒
議
農
一
一
 

ロH
 

【
一
 

月
 （乙
 

供

米代金は 

予
金い

仁
しま

しよう 豊
砦
い

M各
“
ず
記
か
年

m引
御
外
心
阜
く
売
．
恕
 
そ
こ
で
今
昨
の
年
濃

mお
は
日
曜
旧
吐
の
で
時
に
サ
ラ
誤
勲
熱
郵
秀
郵
需
 

】Iフ
‘
lブ
ー
ー
ノ

v
j
ー
一
：

I
J
d

ー
ニ
l
J

一
ー
J
,
.
l

ョ
．
,
1
』
 
・
‘
・
 
‘
・
・
“
・
 
・

l
 

ー
》
り
ー

H”
，
」
ー
一

i
r
 

，
犀
て
ー

Eト
「
‘
「

z・
山
女
踊
一
左
丑
“
一
 
，
フ
 
‘
 
ー
 

の
正
月
が
も
う
間
近
だ

o
 

な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
感
そ
く
も
十
二
月
二
十
三
日
頃
ま
ー
マ
ン
の
方
は
こ
の
日
を
生
賓
金
増
強
運
動
を
強
力
に
推
准
サ
レ
）
 

 
+
～
ニ
‘
ク

hノ
・
 

（

鷲篇器

器） 昭

和
33

年 
1
1
b

」
裏
ぞ
 
で
に
お
出
し
願
い
た
山
の
で
ご
状
を
書
く
日
と
お
映
め
下
さ
れ
郵
便
貯
金
の
増
加
を
図
っ
青
 

毎
年
年
賀
郵
便
の
取
扱
や
小
 

包
、
印
刷
物
の
増
加
、
才
末
の
（
・
、
ー
・
，
ー
 
ざ
い
ま
す
。
昨
年
当
局
で
引
き
ば
非
常
に
好
都
合
か
と
存
じ
ま
か
ま
す
の
で
ご
協
力
を
切
に
西
 

激
し
い
金
の
動
き
な
ど
で
転
手
 
捷
瓢

h・い
い
教
轟
ー
“

'
 
I

ー
，
,
,
，
、
！
と
“

"
"
‘
、
“
“
、
、
、
、
、
‘
、
、
‘
、
“
‘
 
ね
が
い
申
上
げ
ま
す
。
 

豚
 

春
か
ら
県
下
一
円
に
路
 

豚
コ
レ
ラ
は
一
時
下
虎
 

ま
し
た
が
、
春
の
予
防
 

徹
底
し
な
い
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